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原
節
子
と
川
喜
多
か
し
こ

　
　
　
　
　
　

─
横
浜
の
二
人
の
映
画
人

昨
年
（
平
成
二
七
年
）
一
一
月
二
五
日
の

新
聞
各
紙
は
、
映
画
女
優
・
原
節
子
が
九
月

五
日
に
亡
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
報
じ
た
。

享
年
九
五
歳
。『
神
奈
川
新
聞
』は
、
原
を「
横

浜
が
生
ん
だ
国
民
的
女
優
」
と
紹
介
し
た
。

多
く
の
日
本
人
に
支
持
さ
れ
た
横
浜
出
身
の

芸
能
人
と
し
て
、
原
は
歌
手
・
美
空
ひ
ば
り

と
双
璧
で
あ
ろ
う
。

『
神
奈
川
新
聞
』
の
前
身
『
横
浜
貿
易
新

報
』
は
、
昭
和
一
○
（
一
九
三
五
）
年
六
月

二
八
日
号
で
「
銀
幕
に
ま
た
ハ
マ
の
星ス
タ
ー

が
現

は
れ
た
、
最
近
日
活
に
入
社
し
た
原
節
子
さ

ん
が
そ
の
ハ
マ
ッ
子
ス
タ
ー
と
し
て
断
然
輝

か
う
と
い
ふ
わ
け
で
あ
る
」
と
、
そ
の
デ
ビ

ュ
ー
記
事
の
冒
頭
で
記
し
て
い
た
。

「
ハ
マ
ッ
子
ス
タ
ー
」
か
ら
「
横
浜
が
生

ん
だ
国
民
的
女
優
」
ま
で
、
記
事
の
歳
月
は

八
○
年
が
経
過
し
て
い
る
。
原
節
子
は
一
五

歳
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
最
後
の
出
演
作
「
忠
臣

蔵　

花
の
巻
・
雪
の
巻
」
ま
で
二
八
年
間
ス

ク
リ
ー
ン
の
花
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
月
の
始

点
は
サ
イ
レ
ン
ト
か
ら
ト
ー
キ
ー
へ
の
転
換

期
と
、
終
点
は
映
画
の
最
盛
期
を
へ
て
下
降

し
始
め
た
時
期
と
に
相
当
し
て
い
る
。
原
節

子
は
、
ま
さ
に
日
本
映
画
黄
金
時
代
を
体
現

し
た
ト
ッ
プ
・
ス
タ
ー
で
、
原
に
あ
こ
が
れ

て
映
画
界
を
目
指
し
た
女
優
も
少
な
く
な
い
。

そ
の
後
、
キ
ャ
リ
ア
に
ほ
ぼ
倍
す
る
五
三

年
の
年
月
が
経
過
し
た
。
映
画
ス
ク
リ
ー
ン

か
ら
理
由
を
告
げ
ず
に
姿
を
消
し
た
原
節
子

を
語
る
論
者
の
数
は
お
び
た
だ
し
い
。「
国

民
的
女
優
」
の
重
み
は
、
こ
の
半
世
紀
の
あ

い
だ
に
こ
そ
培
わ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て

生
き
な
が
ら
「
伝
説
の
女
優
」
と
な
っ
た
彼

女
は
、
名
実
と
も
に
「
伝
説
」
の
な
か
で
生

き
続
け
る
存
在
と
な
っ
た
。

平
成
一
七
（
二
○
○
五
）
年
の
横
浜
都
市

発
展
記
念
館
「
シ
ネ
マ
・
シ
テ
ィ
─
横
浜
と

映
画
」
の
図
録
に
は
、
二
点
、
原
節
子
が
登

場
す
る
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。「
輸
入
映
画
の
新

し
い
波　

東
和
商
事
と
川
喜
多
か
し
こ
」
の

部
分
で
あ
る
。
川
喜
多
長
政
・
か
し
こ
夫
妻

は
、
映
画
輸
入
会
社「
東
和
商
事
合
資
会
社
」

を
経
営
し
、
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
に

は
日
独
合
作
映
画
「
新
し
い
土
」
を
Ｊ
・
Ｏ

ス
タ
ジ
オ
と
と
も
に
製
作
し
て
、
主
演
・
原

節
子
の
名
を
高
め
る
役
割
を
果
た
し
た
。

  

本
稿
は
「
ハ
マ
ッ
子
ス
タ
ー
」「
横
浜
が

生
ん
だ
国
民
的
女
優
」
と
し
て
の
原
節
子
を

紹
介
し
、
横
浜
出
身
の
映
画
人
・
川
喜
多
か

し
こ
と
の
関
係
に
も
ふ
れ
た
い
。

一
躍
、
国
民
的
ス
タ
ー
へ

原
節
子
。
本
名
會
田
昌
江
は
、
大
正
九（
一

九
二
○
）
年
六
月
一
七
日
に
、
神
奈
川
県
橘

樹
郡
保
土
ヶ
谷
町
に
生
ま
れ
た
。

會
田
昌
江
が
、
映
画
界
に
入
る
き
っ
か
け

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
昌
江
は
會
田
藤
太

郎
・
ナ
ミ
夫
妻
の
五
女
で
あ
る
が
、
日
活
大

将
軍
（
京
都
）
の
女
優
で
あ
る
次
女
光
代
が
、

映
画
監
督
の
熊
谷
久
虎
と
昭
和
八
（
一
九
三

三
）
年
に
結
婚
し
た
事
が
契
機
で
あ
る
。
家

庭
の
事
情
も
あ
り
、
熊
谷
の
紹
介
で
、
昌
江

は
昭
和
一
○
年
四
月
に
一
四
歳
一
○
ヶ
月
で

川喜多かしこ（左）と原節子　　ベルリン・ブランデンブルグ門の前で
昭和12（1937）年3月～4月　公益財団法人川喜多記念映画文化財団所蔵
川喜多は原の振り袖姿を「うっとりする程美しい、こんなに飽きの来ない
深みのある美しさを持った人は日本人では少ないと思う」と日記にしたためた。
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日
活
多
摩
川
撮
影
所
に
入
社
。
八
月
、
原
節

子
の
名
で
サ
イ
レ
ン
ト
作
品
「
た
め
ら
う
勿

れ
若
人
よ
」
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
芸
名
は
、

同
作
品
で
演
じ
た
役
名
「
お
節
ち
ゃ
ん
」
に

由
来
す
る
。

原
節
子
が
、
映
画
女
優
と
し
て
社
会
的
に

大
き
な
注
目
を
あ
び
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

作
品
が
「
新
し
き
土
」
で
あ
る
。
昭
和
一
一

（
一
九
三
六
）
年
に
日
本
国
内
を
八
ヶ
月
に

わ
た
っ
て
撮
影
し
、
翌
一
二
年
に
公
開
さ
れ

た
日
独
合
作
映
画
で
、
ア
ー
ノ
ル
ド
・
フ
ァ

ン
ク
演
出
で
日
独
版
が
、
伊
丹
万
作
演
出
で

日
英
版
が
作
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
映
画
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
、
原
節
子
は
川
喜
多

夫
妻
と
、
義
兄
熊
谷
久
虎
の
四
人
で
、
ド
イ

ツ
訪
問
を
中
心
と
し
た
世
界
一
周
旅
行
に
出

た
。
三
月
一
○
月
、
東
京
駅
で
二
千
人
の
フ

ァ
ン
に
よ
る
熱
狂
的
な
見
送
り
を
う
け
て
下

関
に
行
き
、
大
連
に
渡
り
、
ハ
ル
ピ
ン
で
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
っ
て
モ
ス
ク
ワ
、
そ
し
て

三
月
二
六
日
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
。
原
は
映
画

館
で
の
舞
台
挨
拶
や
サ
イ
ン
会
・
晩
餐
会
、

映
画
会
社
や
ヒ
ト
ラ
ー
ユ
ー
ゲ
ン
ト
の
視
察

な
ど
の
つ
と
め
を
果
た
し
て
、
五
月
二
○
日

ま
で
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
た
。
そ
の
間
『
朝
日

新
聞
』
は
、
ド
イ
ツ
の
反
響
を
「
ベ
ル
リ
ン

特
電
」
と
し
て
掲
載
し
た
。

そ
の
後
一
行
は
パ
リ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
訪
問
し
、
龍
田
丸
に
乗
船
し

て
七
月
二
八
日
、
映
画
関
係
者
や
フ
ァ
ン
が

出
迎
え
る
横
浜
港
に
帰
っ
た
。
翌
二
九
日
の

『
横
浜
貿
易
新
報
』
は
「
節
子
さ
ん
の
土
産

話
」
を
掲
載
し
た
。「
独
、
仏
、
米
を
廻
つ

て
き
ま
し
た
が
ド
イ
ツ
に
は
二
ヶ
月
程
滞
在

し
其
の
間
各
劇
場
で
二
十
回
ば
か
り
挨
拶
し

放
送
は
ベ
ル
リ
ン
二
回
、
其
他
で
二
回
行
ひ

ま
し
た
、
ホ
リ
ウ
ッ
ド
で
は
ル
イ
ズ
レ
イ
ナ

ー
及
び
デ
イ
ト
リ
ツ
ヒ
に
会
ひ
ま
し
た
、
も

つ
と
長
く
滞
在
す
る
予
定
で
し
た
と
こ
ろ
Ｊ

Ｏ
と
の
契
約
が
出
来
た
の
で
早
く
帰
つ
て
来

た
訳
で
す
」。

原
節
子
一
七
歳
。
当
時
主
演
映
画
を
携
え

て
世
界
一
周
を
し
た
俳
優
は
い
な
か
っ
た
。

「
新
し
き
土
」
の
製
作
は
日
独
防
共
協
定
の

交
渉
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
意
味
を
も
ち
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
旅
行
は
国
策
の
大
き
な
流
れ

に
の
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。し
か
し
映
画「
新

し
き
土
」
と
と
も
に
こ
の
旅
行
は
、
原
節
子

に
対
す
る
大
衆
の
熱
視
線
を
あ
つ
め
、「
ハ

マ
ッ
子
ス
タ
ー
」
を
一
挙
に
「
国
民
的
ス
タ

ー
」
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
長
期
間
滞
在
し

た
ド
イ
ツ
で
は
原
・
熊
谷
と
の
別
行
動
が
み

ら
れ
、
全
行
程
で
同
行
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
こ
の
旅
は
川
喜
多
か
し
こ
自
身
の

日
記
で
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
（『
東
和
商

事
合
資
会
社
社
史
』
一
九
四
二
年
刊
）。

帰
国
後
、
原
節
子
は
熊
谷
久
虎
と
と
も
に

日
活
か
ら
Ｊ
・
Ｏ
ス
タ
ジ
オ
に
移
籍
し
た
。

一
一
月
三
○
日
、
Ｊ
・
Ｏ
ス
タ
ジ
オ
ほ
か
四

社
は
合
併
し
、
東
宝
映
画
株
式
会
社
が
発
足

し
、
原
は
東
宝
映
画
専
属
女
優
と
な
っ
た
。

才
媛
・
川
喜
多（
竹
内
）か
し
こ

原
節
子
を
「
国
民
的
ス
タ
ー
」
に
し
た
「
新

し
き
土
」
の
製
作
者
、
東
和
商
事
の
川
喜
多

か
し
こ
は
、
竹
内
か
し
こ
と
し
て
、
明
治
四

一
（
一
九
○
八
）
年
三
月
大
阪
で
生
ま
れ
た
。

生
後
一
○
○
日
め
に
東
京
に
転
居
し
、
の
ち

横
浜
・
大
連
・
秋
田
と
「
流
転
の
少
女
時

代
」
を
過
ご
し
た
。
大
正
一
○
（
一
九
二
○
）

年
横
浜
の
祖
父
の
家
に
戻
り
、
フ
ェ
リ
ス
和

英
女
学
校
に
入
学
。
関
東
大
震
災
で
父
を
失

い
、
神
戸
に
移
る
が
、
ま
も
な
く
復
学
し
た
。

川
喜
多
の
自
伝
的
文
章
を
収
め
た
『
映
画

ひ
と
す
じ
に
』（
一
九
七
三
年
刊
）
に
よ
れ

ば
、
普
通
科
六
年
を
終
了
し
た
一
八
歳
の
竹

内
か
し
こ
は
、
学
校
か
ら
ア
メ
リ
カ
留
学
を

す
す
め
ら
れ
た
が
、
母
と
妹
二
人
の
生
活
を

考
え
て
こ
れ
を
あ
き
ら
め
、
上
級
の
研
究
科

に
進
み
、
翻
訳
や
英
語
の
家
庭
教
師
を
し
つ

つ
、
学
業
に
は
げ
ん
だ
。

ア
メ
リ
カ
で
排
日
機
運
が
高
ま
る
な
か
、

親
日
家
シ
ド
ニ
ー
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
の
提
唱

で
、
い
わ
ゆ
る
「
青
い
目
の
人
形
」
一
万
二

千
余
体
が
全
米
か
ら
日
本
に
届
い
た
。
そ
の

代
表
で
あ
る
ミ
ス
・
ア
メ
リ
カ
と
、
首
都
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
お
よ
び
四
八
州
代
表
人
形
の

歓
迎
会
は
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
三
月

一
八
日
、
本
牧
小
学
校
講
堂
で
お
こ
な
わ
れ

た
。
竹
内
か
し
こ
は
、
そ
の
終
わ
り
に
あ
た

っ
て
、
横
浜
を
代
表
し
て
流
暢
な
英
語
で
答

礼
の
ス
ピ
ー
チ
を
述
べ
た
（「
お
人
形
さ
ん

を
並
べ
て
華
や
か
な
大
歓
迎
会
」『
横
浜
貿

易
新
報
』一
九
二
七
年
三
月
一
九
日
）。
ま
た
、

フ
ェ
リ
ス
の
歴
史
編
纂
委
員
の
一
人
と
し
て

『
フ
ェ
リ
ス
和
英
女
学
校
六
十
年
史
』（
一

九
三
一
年
刊
）
の
刊
行
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

「
小
学
校
の
頃
か
ら
欧
州
映
画
の
フ
ァ

ン
」で
あ
っ
た
竹
内
か
し
こ
が
、
昭
和
三（
一

九
二
八
）
年
一
○
月
設
立
の
東
和
商
事
合
資

会
社
に
入
社
し
た
の
は
、
四
年
一
月
で
あ
る
。

同
社
が
映
画
輸
入
に
か
か
わ
る
会
社
で
あ
る

こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
同
年
秋
に
社
長
・

川
喜
多
長
政
と
結
婚
し
た
。

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
全
盛
の
時
代
、
芸
術
的

香
り
の
高
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
を
輸
入
・
紹

介
し
た
東
和
商
事
の
仕
事
は
、
日
本
の
洋
画

興
行
史
上
、
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

戦
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
で
、
今
日
で
も
記

憶
に
残
る
、「
制
服
の
処
女
」「
自
由
を
我
ら

に
」「
望
郷
」「
ど
ん
底
」（
仏
）、「
民
族
の

祭
典
」（
独
）
な
ど
の
名
作
は
、
東
和
の
輸

入
で
あ
る
。
ま
た
、「
新
し
き
土
」
に
加
え
て
、

日
活
映
画
「
五
人
の
斥
候
兵
」（
田
坂
具
隆

監
督
／
一
九
三
八
年
）
を
紹
介
し
て
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
国
際
映
画
祭
の
イ
タ
リ
ア
民
衆
文

化
大
臣
賞
を
受
賞
さ
せ
た
。
川
喜
多
か
し
こ

は
、
映
画
「
ワ
ル
ツ
合
戦
」（
一
九
三
五
年
）

の
主
題
歌
「
ド
ナ
ウ
の
岸
辺
に
葡
萄
実
れ

ば
」
の
日
本
語
訳
も
し
て
い
る
。
戦
後
に
わ

ニューヨークにむかうクイーンメリー号の船上で　
左より川喜多長政、原節子、熊谷久虎、川喜多かしこ

昭和12年6月����公益財団法人川喜多記念映画文化財団所蔵
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た
っ
て
映
画
を
つ
う
じ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
─
日

本
の
架
け
橋
と
な
っ
た
川
喜
多
か
し
こ
は
、

平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
に
亡
く
な
っ
た
。

ス
タ
ー
と
女
優
の
あ
い
だ

原
節
子
は
、
一
○
八
本
の
映
画
に
出
演
し

た
が
、
敗
戦
ま
で
の
一
○
年
間
で
五
二
作
、

戦
後
五
六
作
。「
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
途
端
に
主

役
」
を
つ
と
め
た
が
、
助
演
に
ま
わ
る
映
画

も
あ
っ
た
。
演
技
へ
の
評
価
は
芳
し
く
な
く
、

「
原
節
子
イ
コ
ー
ル
大
根
女
優
と
い
う
定

評
で
さ
ん
ざ
ん
た
た
か
れ
」
た
（
原
節
子
「
早

春
夜
話
①
」『
東
京
新
聞
』
一
九
五
九
年
二

月
二
○
日
夕
刊
）。
し
か
し
本
人
は
い
た
っ

て
サ
バ
サ
バ
し
た
性
格
で
あ
っ
た
。

戦
前
は
、
良
家
の
息
女
、
タ
イ
ピ
ス
ト
、

中
国
人
女
性
、
な
ど
の
役
で
ス
ク
リ
ー
ン
に

登
場
し
た
が
、「
上
海
陸
戦
隊
」（
一
九
三
九

年
）、「
ハ
ワ
イ
・
マ
レ
ー
沖
海
戦
」（
四
二

年
）、「
決
戦
の
大
空
へ
」（
四
三
年
）
な
ど

の
戦
時
国
策
映
画
に
も
出
演
し
た
。

戦
後
、
原
は
「
安
城
家
の
舞
踏
会
」（
吉

村
公
三
郎
監
督
／
四
七
年
）
と
「
お
譲
さ
ん

乾
杯
」（
木
下
恵
介
監
督
／
四
九
年
）
で
旧

華
族
の
令
嬢
を
、
前
者
は
悲
劇
的
に
、
後
者

は
喜
劇
と
し
て
、
い
ず
れ
も
新
し
い
時
代
へ
、

新
し
い
自
分
へ
、
と
前
向
き
に
選
び
取
る
役

を
演
じ
た
。
次
い
で
「
青
い
山
脈
」（
今
井

正
監
督
／
四
九
年
）
で
、
港
町
の
旧
い
慣
習

に
対
し
て
、
戸
惑
い
つ
つ
も
信
念
を
貫
く
、

新
時
代
の
体
現
者
と
し
て
の
女
性
教
師
・
島

崎
雪
子
を
演
じ
た
。
肩
の
張
っ
た
白
い
ブ
ラ

ウ
ス
は
、
旧
体
制
に
立
ち
向
か
う
雪
子
の
強

い
意
志
を
表
し
て
い
た
。
主
題
歌
が
大
ヒ
ッ

ト
し
、
戦
後
民
主
主
義
の
清
冽
な
印
象
を
長

く
伝
え
た
「
青
い
山
脈
」
は
、
原
節
子
が
国

民
的
支
持
を
得
た
映
画
で
あ
っ
た
。

「
青
い
山
脈
」
の
次
の
出
演
作
が
、
小
津

安
二
郎
監
督
と
最
初
に
組
ん
だ
「
晩
春
」
で

あ
っ
た
。
原
節
子
は
、
小
津
作
品
を
つ
う
じ

て
語
ら
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。
監
督

と
し
て
の
小
津
は
円
熟
期
を
む
か
え
て
お
り
、

原
の
演
技
を
、
独
特
な
テ
ン
ポ
の
演
出
で
つ

つ
み
こ
み
、
独
自
な
世
界
観
の
な
か
に
活
着

さ
せ
た
。
役
者
に
対
し
て
絶
対
的
な
演
出
を

貫
く
こ
と
で
有
名
な
小
津
の
指
導
を
得
た
原

は
、
演
技
派
と
呼
ば
れ
る
役
者
に「
化
け
る
」

こ
と
は
な
く
、
評
価
の
高
い
作
品
で
も
、
原

の
演・

・技
が
特
段
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
原
は
小
津
の
奏
で
る
映
像
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
の
な
か
で
も
っ
と
も
輝
い
た
。
し
か

し
小
津
作
品
へ
の
原
の
出
演
は
、
わ
ず
か
六

作
に
す
ぎ
な
い
。

小
津
作
品
は
、
生
前
か
ら
国
内
で
は
評
価

が
あ
っ
た
も
の
の
、
国
際
的
評
価
は
必
ず
し

も
高
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
九

七
○
年
代
か
ら
内
外
評
論
家
に
よ
る
再
評
価

が
す
す
み
、
一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
、
ビ

デ
オ
な
ど
を
つ
う
じ
て
作
品
と
接
す
る
手
段

が
整
っ
て
、
作
品
の
細
か
な
場
面
ま
で
分
析

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
小
津
の
国
際

的
評
価
は
、
映
像
の
な
か
に
こ
め
ら
れ
た
小

津
の
精
緻
な
意
図
を
分
析
す
る
こ
と
で
支
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
小
津
作
品
の
国
際
的

評
価
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
原
節
子
の
「
国

民
的
女
優
」
と
し
て
の
位
置
も
固
ま
っ
て
い

っ
た
と
い
え
よ
う
。

原
節
子
の
横
浜
で
の
足
跡

「
ハ
マ
ッ
子
ス
タ
ー
」
原
節
子
の
出
演
作

品
で
横
浜
を
主
た
る
舞
台
に
し
た
も
の
は
、

お
そ
ら
く
「
美
は
し
き
出
発
」（
一
九
三
九

年
）
の
み
と
思
わ
れ
る
。
監
督
は
七
作
品
と

原
を
も
っ
と
も
多
く
ス
ク
リ
ー
ン
に
登
場
さ

せ
た
山
本
薩
夫
で
あ
る
。

原
は
画
家
を
夢
見
る
姉
・
北
條
都
美
子
。

高
峰
秀
子
扮
す
る
活
発
な
妹
・
奈
津
子
と
、

母
と
兄
の
四
人
で
、
山
手
の
家
で
豊
か
な
暮

ら
し
ぶ
り
で
あ
る
。
し
か
し
金
銭
的
な
支
援

者
で
あ
る
叔
父
の
仕
事
が
不
如
意
と
な
り
、

北
條
家
は
働
く
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
し
か
し

奈
都
子
を
の
ぞ
い
て
は
呑
気
で
、
事
態
を
深

刻
に
受
け
止
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
後
い
よ
い

よ
切
羽
詰
ま
っ
た
都
美
子
も
職
探
し
に
山
下

町
の
オ
フ
ィ
ス
を
た
ず
ね
歩
く
。
し
か
し
予

想
だ
に
し
な
か
っ
た
薄
給
に
呆
然
と
し
て
、

面
接
者
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
始
末
。
金
銭
的

に
困
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
、
優
雅
な
ガ

ル
ボ
ハ
ッ
ト
に
ハ
イ
ヒ
ー
ル
を
履
い
た
都
美

子
の
す
が
た
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
舗
道
を

空
し
く
行
き
来
す
る
…
。

こ
の
映
画
は
、
浮
き
世
ば
な
れ
し
た
山
手

に
住
む
北
條
家
の
生
活
ぶ
り
と
、
横
浜
港
、

フ
ェ
リ
ス
女
学
校
、
フ
ェ
リ
ス
坂
、
山
下
橋
、

山
下
町
、
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
、
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
石
油
な
ど
の
光
景
を
ベ
ー
ス
に
進
行

す
る
。
奈
津
子
と
山
中
湖
で
親
し
く
な
り
、

怠
惰
な
北
條
家
に
対
し
て
厳
し
く
意
見
す
る

男
子
三
人
組
の
職
場
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油

社
屋
で
、
そ
の
内
部
も
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

横
浜
を
舞
台
と
し
た
出
演
作
で
あ
る
が
、

「
美
は
し
き
出
発
」
の
作
品
と
し
て
の
評
価

は
低
く
、
原
節
子
の
評
伝
類
で
も
、
ほ
と
ん

ど
言
及
さ
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

沈
黙
の
半
世
紀
、
そ
し
て
…

原
節
子
が
ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
姿
を
消
し
た

時
代
、
映
画
は
フ
ィ
ル
ム
が
映
画
館
を
巡
回

す
る
数
ヶ
月
の
生
命
で
、
そ
の
後
は
名
画
座

な
ど
で
の
再
上
映
を
待
つ
し
か
な
か
っ
た
。

名
画
座
は
、
大
都
市
に
は
あ
っ
て
も
地
方
都

市
で
は
乏
し
く
、
映
画
産
業
斜
陽
化
の
な
か

で
映
画
館
は
激
減
し
、
上
映
が
終
わ
っ
た
映

画
は
テ
レ
ビ
放
映
を
待
つ
以
外
に
な
い
時
代

が
続
い
た
。
同
時
代
人
と
し
て
の
原
節
子
を

知
る
日
本
人
が
減
る
一
方
で
、
ビ
デ
オ
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
視
聴
手
段

が
多
様
化
し
て
、
原
節
子
と
出
会
う
新
た
な

環
境
が
と
と
の
っ
て
い
く
。

映
画
の
評
価
は
、
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る
。

小
津
作
品
の
評
価
も
不
変
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

作
品
と
出
会
う
新
た
な
環
境
を
え
て
、「
伝

説
の
女
優
」
は
、
い
ま
こ
そ
「
伝
説
」
で
な

い
、
正
当
で
掛
け
値
の
な
い
評
価
を
、
後
世

の
者
た
ち
に
求
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
こ
そ
が
、「
大
根
」
と
世
評
で
た
た
か
れ

な
が
ら
も
「
そ
の
た
び
に
、『
あ
あ
、
そ
ん
な

も
の
か
』
と
思
う
だ
け
で
ハ
ラ
を
立
て
た
こ

と
も
な
い
ん
で
す
」
と
、
戦
後
ま
で
職
業
意

識
に
目
覚
め
る
こ
と
な
く
、「
何
だ
か
世
間
さ

ま
に
申
し
わ
け
な
い
よ
う
な
気
が
」
す
る
（
前

掲「
早
春
夜
話
①
」）と
開
陳
す
る
、
原
節
子
・

會
田
昌
江
の
正
直
さ
、
誠
実
さ
、
お
お
ら
か

さ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

（
平
野
正
裕
）


